
学習指導要領に準拠する 
 
 ＩＣＴプロフィシエンシー検定を 
 
     利用した授業実践報告と 
 
        その展望に関する考察  



◎ICT活用に関する知識や技能、問題解決力など 

 幅広く情報分野を網羅している資格試験 

ＩＣＴプロフィシエンシー検定とは 



 ① パソコン教室の代替案として 
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授業実践に至った背景 



 ② 学習指導要領に準拠していること 

授業実践に至った背景 



 ・学校設定科目「情報実務(2/3単位)」にて実施 

 

 ・副教材としてＰ検協会オフィシャル教材使用 

 

 ・模擬試験プログラムを随時活用 

 

 ・１学期に３級（高校中級レベル）、 

   ２学期に準２級（上級レベル）合格を評価規準とする 

実践内容 



 ①年間行事計画への組み入れ 

 

  １学期： ７月１９日（火） 終業式前日 

   

  ２学期： １２月２０日（火） 終業式前日 

 

  ３学期： ３月７日（火） 高校入試直前 

 

「再チャレンジチケット」は長期休暇中に使用 

実践内容 



 ②評価・評定の算出方法 

 

  １学期： 模擬試験プログラム ３級 

 

  ２学期： 模擬試験プログラム 準２級 

 

  ３学期： ３級・準２級に準じたペーパーテスト 

実践内容 



 ③生徒の反応 

 

    ３級： 「社会と情報」の学習内容に似ていた 

  記憶にあったので解きやすかった 

 

  準２級： 内容がより専門的に、細かくなった 

  オフィスソフトの操作が難しかった 

実践内容 



 ④実践総括 

 

 ・学習内容が広範囲に亘るため 

    オフィスソフトの操作習得のみに特化した 

  「パソコン教室」からの脱却を図れる 

 

 ・普通教科「情報」に取り入れるには、学習内容を 

         学期ごとに徐々に深化させることが必須 

 

 →年間学習指導計画の緻密な調整が不可欠 

実践内容 



◎試験内容と測られる能力の概要 



 ① 共通教科「情報」としての現状の底上げ 

 

 ② 高大接続改革に活用される可能性 
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今後の展望 


